
 平成 30年 6 月 6 日、羽曳野市立丹比小学校のおおさか元気広場を

訪問しました。 

 今回は、セブンーイレブン・ジャパン（株）による出前プログラ

ム「セブンーイレブンのヒミツを知って すてきな大人になろう」

を実施しました。 

 

たくさんの子どもたちが参加              

羽曳野市立丹比小学校の放課後子ども教室「丹比放課後子ども教

室」は、毎回、たくさんの子どもたちが参加するそうです。みんな

楽しみにしているんですね。 

今回の出前プログラムも、参加希望者が多かったので、学年ごと

に 2 回に分けて実施することになりました。本日は、1・3・5 年生

の子どもたちが参加します。それでも 50 名ほどの子どもたちが参加

していました。そして別の日に、もう一度セブンーイレブンさんに

来てもらって、2・4・6年生の子どもたちが体験するそうです。 

たくさんの大人が子どもの活動を支援する            

 子どもたちの活動を見守って下さる安全管理員さんは、登校時の

通学路の見守り活動も行ってくれているそうです。 

また、受付は、PTA の方が担当していただいていました。 

たくさんの大人の方に見守っていただいて、子どもたちは、安心、

安全に活動を楽しむことができるのですね。 

 

 

 

セブンーイレブンによる出前プログラム                   

セブンーイレブン・ジャパン（株）より 3 名の方に来ていただいて、

子どもたちにプログラムを実施いただきました。 

 

○セブンーイレブンクイズ 

「世界最初のコンビニは何屋さんだった

でしょう？」「セブンーイレブンの商品

の数は？」正解に歓声があがります。 

また、困ったことがあれば、コンビニに

逃げ込むといいことも教えてくれました。 

             

○売れる陳列方法を考えよう 

グループに分かれて、飲料水のペットボ

トルの陳列方法を考えます。 

「どうしてこんな風に並べたの？」 

と、インタビュー。 

ペットボトルはお土産にいただきました。 

         

○素敵な店員になるために 

セブンーイレブンの店員さんが実際に学

ぶ、笑顔やおじぎの仕方を、みんなで体

験しました。 

お互いに顔を合わせて「にっこり！」「い

らっしゃいませ！」 

 

 

平成 30年６月 6日 


